
授 業 ２人組ドリル学習で、学びあう力を育てる

三井小学校は、単元のまとめのドリル学習やクイズ作成、保護者への連絡など、様々な場面でeライブ

ラリを活用しています。今回は、児童間のコミュニケーションを意識した取り組みをご紹介します。

ドリル学習時は、学級を２人組コースと１人コースに分け

ています。パソコンが得意な子どもは立候補して１人でドリ

ル学習を行い、それ以外の子どもたちは２人１組で行います。

パソコンや勉強が苦手な子どもでも、ペアを組んで友達と

協力してドリル問題を解くことで、コミュニケーションが生

まれ、楽しく学習できるそうです。

「１人だけでなく、２～３人でも勉強できるような学級を

作ることが大切です」と佐藤先生。子どもたちの性格や特性

に合わせた学習方法を取り入れていました。

● 「なぜ？」も「できた！」も分かち合おう

● ２人組でドリルに挑戦！

間違えた問題やわからない問題があった時は、２人で

教科書を読み返し、一緒に調べながら解決を図ります。

こうして“なぜ？”を共有し、友達と協力して答えを

見つけることで、正解した喜びや達成感を共有でき、１

人で取り組む以上の意欲や集中力が生まれるそうです。

子どもたちは懸命に話し合いながら、授業の最後まで熱

心に取り組んでいました。

情報担当 佐藤先生の思い

パソコンは１人１台の環境がないと不便だと思われがちですが、グループ
で使うことでコミュケーションが生まれ、積極的に友達と相談・協力する姿
勢が育ちます。また、４５分間ドリルを一人で解き続けることが難しい子も、
２人でやれば楽しくてあっという間に時間が過ぎてしまいます。

三井小学校では、eライブラリが学習内容の定着だけでなく、コミュニケー
ションツールとしても役立っています。
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６年生担任の佐藤先生は、単元や学期末のまとめにドリルをよく活用しています。そこには、
２人組で取り組むことで、共に学ぶ喜びを高めようとする先生の工夫がありました。



三井小学校では、台風情報や不審者情報、インフルエンザのための休校情報などに、紙の

連絡と併用して連絡メールを利用しています。

９５%と高い登録率には、三井小学校がオリジナルで作成した案内文書に理由がありました。

三井小学校の連絡メールの保護者向け案内文書は、表面

に佐藤先生が考案されたオリジナル文書、裏面がシステム

から出力される案内文書という構成で作られています。

「表面に重要事項だけを大きく書くことで、簡単に登録

できると感じてもらえます」と佐藤先生。ポイントのみを

表面にまとめ、詳しくは裏面を見るよう保護者をナビゲー

ションしていく、先生の工夫が光ります。

ステープラの作成中も佐藤先生は、操作方法につ

いて「自分だけわかってもだめだよ。両隣の子がで

きていないとできたことにしないよ」と、子ども同

士の教え合いが広がるよう指導をしています。

操作を教え合ったり、質問や感想を交わすコミュ

ニケーションを通して、子どもたちは「こんなやり

方もあるんだ」と発見し、次の問題作成に活かして

いくのだそうです。

● ステープラもコミュニケーションツールに！

授 業 ス テ ー プ ラ で 理 科 の ま と め

メ ー ル オリジナル文書で、“簡単さ”をアピール

★三井小学校オリジナル文書

表

● 基本は大きく書いて目立たせる

裏
既存の案内文書

高い登録率のもう１つの要因
は、登録済みの保護者から
「メールは便利」という口コミ
が広かったからだそうです。

使っているからわかる便利さ

を保護者同士が共有することに

よって、徐々に登録率が上昇し

たそうです。

● 「便利」の口コミで登録率上昇

昨年度の５年生のときは、理科の授業でステープラ

を使ったまとめクイズを作成しました。ステープラは

ボタンがわかりやすく、直感的に操作できるため、子

どもたちもすぐに慣れたそうです。

特に画像を簡単に取り込める「画面取り込み機能」

が人気で、子どもたちは百科事典や図鑑の写真を使っ

て、楽しいクイズを作成していました。

● シンプル操作で手軽にまとめ問題


